
Encore
No.

Encore
ア ン コ ー ル

半 導 体 シ ニ ア 協 会
ニ ュ ー ズ レ タ ー

発行元 SSIS半導体シニア協会

2005年1月

1

明けましておめでとう
ございます。
皆様方には、日頃から
研修会や交流の場などで
本県と大変懇意にしてい
ただいております。まず
はこれまでの御厚情に心
から感謝申し上げます。
熊本をご存じの方も多

くいらっしゃると思いますが、本県は、九州
のほぼ中央に位置し、九州各県主要都市に
150分以内でアクセスが可能な地理的特徴が
ございます。また、県全体の生活用水の約
83％が地下水、そして熊本市を中心とした熊
本地域16市町村では100％が地下水というよ
うに水に恵まれた地域がございます。約100

万人の人々が水道水にいわゆる「天然のミネ
ラルウォーター」を利用していることは、世
界にも例を見ないものです。
熊本は、古来から地の利に恵まれた豊かな
土地柄でございます。古代から「火の国」と
呼ばれた本県は、中世より「火」に“豊かな”
という意味で「肥」の字をあて、肥後国と呼
ばれるようになりました。意外に思われるか
もしれませんが、全国にある装飾古墳の3割
が実は熊本に集中しているのです。これは、
豪族発展の基盤である土地柄の“豊かさ”を
物語る事実だと思います。ちなみに、古墳が
多く見つかっている県北の菊池川流域で収穫
される米は定評が高く、江戸時代は献上米と
され、近年の料理新聞社主催の全国食味会で
は、全国一位の人気を獲得しています。また、
現在でも本県は国内有数の食糧供給基地であ
ると自負しておりますが、江戸時代の文久3

年（1863年）の記録によりますと、肥後国の
石高は54万石で外様藩のなかで4番目に多く、
昔から米が多く取れた土地柄でございます。
そして、今、私ども熊本県は、「産業の米」
と呼ばれます“半導体”関連産業の振興に積
極的に力を入れております。“MADE IN熊本”
の半導体技術、製品、あるいはサービスが、
世界中に広がり、認められ、社会の発展に役
立ちますこと、そして、そのことが同時に、
熊本の産業・経済振興に繋がりますことを目
指して日々努力しております。
熊本を含む九州そのものが、シリコンアイ
ランド九州と呼ばれ、半導体関連企業の集積
が進んでおりますが、そのなかでも本県は、
半導体関連産業の集積割合を示す半導体産業
特化係数が全国一高くなっております。三菱
電機、NEC、ソニーなどの大型立地が進み、
デバイス・装置メーカー等100数十社がフル
セットで立地し、更に平成18年末には、富士
写真フイルムが熊本での操業を開始する予定
となっております。
平成15年3月、熊本の豊かな自然の中で半

導体関連産業が森のように生い茂っていく熊
本の将来像を託して「熊本セミコンダクタ・
フォレスト構想」を策定いたしました。今後
とも地域の産学行政連携を基盤として、半導
体生産技術を核とした国際競争力のある新技
術、新産業が継続して創出される活力のある
地域（熊本シリコン・クラスター）を創成し
てまいります。
本年も、半導体関連産業隆盛の一役を担っ
て参りたいと存じます。今後とも熊本県をど
うぞよろしくお願い申し上げます。

半導体関連産業隆盛の一役を担う 潮谷 義子 熊本県知事

潮谷義子熊本県知事

巻 頭 言



2

2004年秋口に入って、絶好調に推移していた半導
体産業は一時的な調整局面に入った。2000年ITバブ
ルの後にきた2001年大不況を経験しているだけに半
導体産業に関わる人達は、恐ろしいリセッション
（景気後退）の始まりではないかとおびえる向きも多
い。しかしながら筆者は、半導体産業のアプリケー
ションは劇的に転換時期を迎えており、パソコン中
心のカルチャーから携帯電話、デジタル情報家電、
自動車にその軸足が移っていることを捉え、「民生」
中心の拡大基調に入ったと分析する。その意味では、
3～4年ごとに激しいアップダウンを繰り返してきた
半導体市況はなだらかな高原状態となり、増幅の少
ない堅調な成長時期を迎えたと見通せるだろう。

デジタル家電プラス携帯電話の市場はもはや
パソコンをしのいでいる

IT革命の第一ステージは、米国に代表されるパソ
コンとサーバーさらには高速通信が切り開いたもの
であった。しかし、2001年以降の第二ステージは急
速にパソコンカルチャーから新たなアプリケーショ
ンの時代に突入しつつある。パソコンの世界市場は
ここ7～8年間、生産金額でいえばまったく伸び悩ん
でいる。台数は増え続けても金額は18～20兆円の間
で止まっており、80～90年代のような劇的な成長状

況にはない。先進10カ国についてはすでに、パソコ
ンの普及率は80％以上に達し、今後は買い替え需要
に頼るしかなく、唯一の希望は中国、ロシアなどの
未開拓国であるが、これまでのような急成長はとて
も望めないだろう。これに代わって携帯電話は、
2004年段階で年間出荷台数6億台に迫る勢いで、12

兆円前後の巨大マーケットにのし上がった。デジタ
ル家電についても、「新・三種の神器」といわれる
デジタルカメラ、DVDレコーダー、薄型大画面テレ
ビを中心に2004年段階で5兆円前後はカウントでき
るだろう。携帯電話とデジタル家電をあわせた金額
は19兆円にもおよび、ほぼパソコンに並びかける勢
いとなっている。さらに、デジタル家電は2005年に
も10兆円市場に飛躍すると見られている。要するに、
半導体市場は、産業用途から民生用途（携帯電話、
デジタル情報家電、自動車）にその軸足が移ってき
たわけで、超急上昇もないかわりに、大幅な落ち込
みもないという局面に変わっている。
最近では、デジタル情報家電にかなりの注目が集
まっているが、実際のところは自動車向け半導体こ
そ将来の一大市場であると分析できる。自動車は、
単一の工業品としては世界最大の産業であり、現在

2005年以降の半導体産業は高原状態
～民生中心のアプリに大転換で
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65兆円市場といわれている。なんといっても一台百
数十万円の平均単価で年間出荷台数6000万台に迫る
というとんでもない商品であり、今後も中国、ロシ
ア、インド、ブラジル、アフリカなどで台数は伸び
続ける。おそらくは、2015年前後に100兆円市場に
のし上がることは確実で、自動車大手の話を総合す
れば、その20％は半導体に振り分けられるというこ
とから、20兆円前後の自動車向け半導体市場が出現
することになる。現在の世界半導体市場がトータル
で25兆円前後であり、いかに自動車向け市場が膨大
な可能性を秘めているかがよくわかるだろう。

低いEMS在庫、適正な設備投資などから早い
回復予想

ここにきて、DRAM、フラッシュメモリー、TFT

液晶、CCDなど主要デバイスの単価が下落し始めて
いる。また、台湾半導体メーカーでは、すでに半導
体製造装置の納入を一部遅らせる動きも出てきた。
DVDレコーダーや液晶テレビ、デジタルカメラの在
庫も増え続けており、大手セットメーカーの中には
部品メーカーに対し、発注をストップするというと
ころも出てきた。これらはひとえに、各電子機器メ
ーカーのあまりに強気すぎる生産計画が裏目に出た
ことによるのだ。
デジタルカメラは、当初、04年の生産計画として
前年比40％増の6000万台であったが、各セットメー
カーは、なんと8000万台を超える強気の計画を立て、
部品メーカーへの発注に走った。DVDレコーダーや
液晶テレビ、プラズマテレビなども全体に計画が強
めで、実需が追いついておらず、米国や日本での在庫
積みあがりが目立ってきた。こうした状況から半導体
の全体単価が一時的に下落傾向となり、設備投資に
もブレーキをかけるという動きが広がりつつある。
しかしながら、設備投資水準とEMS在庫の状況か
らみて、01年のような急激な景気後退は考えにくい。
半導体設備投資は、03年段階で258億ドルが投入さ
れ、これに対し生産額は1700億ドルであったから、
生産額に対する投資額の割合は、15.2％であった。
04年については、同じく生産金額が前年比30％増の
2200億ドルとみられる中で、設備投資は400億ドル
であるから、前記の割合は18.2％に留まる。生産金
額に対する投資金額の割合が20％を越えれば、危険
信号といわれており、00年のITバブル期は実に30％
を越えるというありさまであった。つまりは、投資
活発といいながら、適正水準に留まっており、過剰

設備投資の懸念はないと分析できる。
また、EMS在庫の状況も健全だ。00年当時には、

120億ドルにも達していたEMS在庫は、現状で60億
ドル水準にあり、これは当時の半分でほぼ適正水準
を維持している。つまりは、在庫管理が厳密になり、
無駄な在庫を持たない傾向が強まっているためで、
半導体価格を含め大幅な市況軟化を招くことにはな
らない。
こうした状況を鑑みれば、04年秋口から05年春に
かけて世界の半導体市場は、一時的な調整局面を迎
えるものの、回復は予想外に早いともいえるだろう。
また一方で、シリコンウエハーを始めとする主要部
材の供給が追いつかないという声もあり、このため
思ったようには作れないとの声もある。デジタル家
電急伸に伴う半導体市場の構造変化、部材の不足、
投資の適正水準などを総合的に勘案すれば、05年以
降の半導体市場も急伸は予想できないが、高原状態
が続くと考えられないこともない。

次世代テレビ市場は10億台～30兆円以上の
超超大型市場として大きな期待

さて、今やデジタル家電の次期花形商品として期
待が高まるのは何といっても次世代の薄型デジタル
テレビだ。次世代デジタルテレビ市場といえば、誰
もがまず頭に思い浮かべるのは、50～60インチぐら
いの家庭用据え置き薄型大画面テレビであろう。し
かしながら、超巨大市場となる次世代テレビ市場の
マーケットは、そのように単純なものではない。こ
れに加えて、家庭内におけるモバイルタイプとして
のノートPC型薄型テレビの市場があり、自動車に搭
載する5～6インチレベルの車載テレビの市場があ
り、また台数だけでいえば桁違いの携帯電話テレビ
市場があり、こうしたバラエティでこの超超巨大マ
ーケットは形成されていくのだ。
まず開花し始めた薄型大画面テレビであるが、初
期は空港、ホテル、商業施設などで、多くの購入が
進み、ついで値ごろ感がでてきたことから家庭用に
展開してきた。しかしながら、現状ではいかんせん
超高額商品であることは否定できない。2004年9月、
松下電器産業が、世界最大の65型プラズマテレビを
市場に搭載すると発表したが、価格は207万9000円。
家庭に本格的なホームシアターシステムを備えてい
る購入者がターゲットとなっている。ほぼ同じ頃に
韓国LG電子は、55型液晶テレビを発表したが、価格
は195万円で、これまた一般消費者にはほど遠い高



額商品だ。
LG幹部は、「35年前には29インチ型テレビと豊田
自動車のコロナがいずれも3万ドルで、ほぼ同価格
だった。現在も乗用車の価格はほぼ同じだが、テレ
ビの価格はその当時の100分の1まで下がっている。
この歴史を考えれば量産効果と技術の進展で、今後
薄型大画面テレビは大きく価格を下げてくる」と指
摘する。
国内の自動車販売ディーラーの現場では、新型車
と薄型大画面テレビが競合し始めているとの感触を
強くもっている。簡単にいえば、車の買い替えを先
送りにしても100万円を超える高級薄型テレビを購
買する富裕層や、中高年層が増えていると分析する。
米国や欧州においても同じような現象が出始めてい
る。とりわけ2004年の年末商戦は家庭の耐久消費財
の主役の座を巡り、薄型大画面テレビと乗用車が激
しく競合していった。2004年秋段階で、シャープの
45型薄型テレビ「AQUOS」は99万7500円、ソニーの
46型薄型テレビ「QUALIA」は110万2500円、日立製
作所の55型薄型テレビ「Wooo」は120万7500円とな
っている。
一方で、30インチの中型薄型テレビは価格競争が
激化し、値下がり率は年率20％前後で、今後店頭の
実売価格が普及の目安とされる1インチあたり1万円
を切るのは時間の問題だ。
テレビの世界出荷台数は、1億5000万台数程度で
ほぼパソコンと同じ台数を出荷している。このうち
プラズマや液晶などフラットパネルディスプレー化
されている比率は6％前後で、残る94％は相変わら
ずブラウン管を採用している。デジタル放送が本格
化する2011年以降、加速度的に従来のアナログタイ
プのブラウン管テレビは薄型大画面に買い換えられ
ることは確実で、ここには大きな市場が横たわって
いる。
ノートPCで世界上位にある東芝が、ダイナブック
に代わるシリーズとして投入した「コスモ」は、15

～20インチの高精細低温ポリシリコン液晶パネルを
採用し、一発でテレビが駆動し、DVDも見れ、ノー
トPC機能がついているというしろものだ。こうした
セミモバイルともいうべきノートPCタイプのDVD付
き薄型テレビもばかにならない市場で、オフィスで、
居間で、ベッドで場所を変えながら気軽にテレビ放
映を楽しむというカルチャーが出てくるだろう。さ
らに中型市場としては5～6インチ、場合によっては
10インチまでの範囲で自動車に搭載される薄型テレ

ビ市場が存在する。トヨタや日産の話を総合すれば、
近い将来助手席や後部座席を含めて4枚のフラット
パネルディスプレーが必要であると判断しており、
車の中でテレビやDVDを楽しむという時代もそう遠
くはないだろう。
さらに台数ベースでビッグマーケットの期待がか
かるのが携帯電話テレビだ。2006年春にも国内にお
いては、デジタル放送を携帯電話に送信するサービ
スが始まる。これに合わせた端末も2005年秋頃から
本格投入されるだろう。2004年段階で世界出荷台
数6億台という携帯電話にすべてテレビ機能が搭載
されれば、ここにも超ビッグ市場が登場することに
なる。
家庭用薄型大画面テレビが最終的に1億5000万台、

ノートPCタイプおよび車載などの中型市場が1億
5000万台、さらには携帯電話市場が7億台と計算す
れば実に近未来に、10億台というテレビ市場が誕生
することになる。そのときのコストやプライスにも
よるが、どんなに低く見積もっても30兆円以上の超
超巨大市場が控えているわけで、単一の工業製品と
しては、これまで世界最大の自動車産業65兆円に
次ぐ期待の巨大マーケットが現出することになるだ
ろう。
世界各国で2007年～2012年にかけてアナログ放送
が次々とデジタル放送に切り替わっていくわけだか
ら、現行のテレビはそのままでは映らなくなる。デ
ジタル専用のチューナーを付け替えれば映ることに
なるが、おそらくはそうした流れにはならず、一般
消費者は液晶やプラズマなどの薄型大画面テレビに
移行していくだろう。
また、米国など各国の通信連合は、2007年以降に
製造されるテレビにDVDレコーダーやHDD内蔵を義
務付けるという動きがある。米連邦通信委員会は、
36インチ以上の大型テレビは、2004年7月までにデ
ジタル放送対応チューナー内蔵を義務付けることを
決めた。さらに2007年7月までには、13インチ以上
の全てのテレビに同チューナーを内蔵する決定を下
した。米国のテレビ市場で約50％のシェアを握る日
本の家電各社は、否応なしにデジタルチューナー内
蔵型テレビへの切り替えを迫られることになる。

次世代テレビが半導体にあたえるインパクト
は凄まじい～PCよりも高い半導体搭載比率
こうした超巨大マーケットである次世代テレビ
が、半導体デバイスに与える影響は数知れない。パ
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ソコンの場合1台に使われる半導体の金額は、販売
単価の約20％といわれる。つまり20万円のパソコン
を購入すればそのうち4万円の半導体が消費される
わけだ。しかし、次世代のデジタルハイビジョン薄
型テレビは、半導体搭載比率が実に50％を超えると
いう凄まじさで、インパクトはパソコンよりもはる
かに大きい。つまり1台あたりの半導体消費比率は、
次世代テレビの場合非常に大きいというわけだ。こ
の中核となるシステムLSIの開発については、各社
ともしのぎを削っている。
液晶ドライバーという半導体は、ほんの数年前ま
で1000億円にもいかないような小さな市場であっ
た。しかし、携帯電話やデジタルカメラ、液晶テレ
ビなど液晶を搭載する品目が増えれば増えるほどこ
のドライバーという半導体は重要部品となってき
た。現状で、5000億円市場にのし上がったと見られ、
ここ数年のうちにも1兆円の市場を築くとさえ言わ
れる。液晶ドライバーの世界マーケットシェアは
50％以上が日本勢が握っているといわれ、TFTドラ
イバーについてはNECがトップメーカーであり、
STNドライバーはセイコーエプソンがトップメーカ
ー。さらにシャープ、東芝、ルネサス、新日本無線
などがこの分野を得意とする。
携帯電話にテレビ機能が搭載されれば、スピーデ
ィーな動画像を実現するためのメモリーが必要にな
る。これまで携帯電話にDRAMは搭載されていなか
ったが、テレビ機能を付加することで大容量DRAM

を搭載し、かつシステムLSI化する必然性が生じて
くる。日本のエルピーダメモリは水面下の戦いで、
携帯電話用DRAMのシェアの60～70％を握ったとい
う。この背景があるからこそ、エルピーダは広島を
中心に5000億円の巨大設備投資を実行できることに
なるのだ。
ソニーは、65nメートルという世界最先端の半導
体「セル」を次世代テレビに搭載するとアナウンス
した。このことで、あらゆる機能のワンチップ化を
行い、多機能、同時並行処理を可能とする次世代テ
レビで、ソニーは先行したいという。また松下電器
は、デジタルハイビジョン用システムLSIで現在か
なりのシェアを獲得している。今後もその技術に磨

きをかけ、テレビ向け半導体の分野で多くの生産金
額を積み上げていきたいという。
また、これに関して次世代型DVD用の青紫色LED

などの化合物半導体が急速に伸びてくることも十分
に予想される。超超巨大市場の次世代テレビは、こ
れまでのパソコン用半導体とは異なる分野で、多く
の有望な半導体プレーヤーを輩出してくることは間
違いない。

日本主役の時代到来、国別マーケットで今や
世界一の水準

さて、いうまでもなく家電産業をお家芸としてき
た日本勢は、次世代薄型テレビの市場において最先
行していることは間違いない。また、自動車産業に
ついてもトヨタは2005年にもGMを抜き世界第一位
に躍進することは確実だ。ゴーンちゃん率いる日産
も世界第二位狙いであるし、ホンダも虎視眈々と世
界第三位を狙う。2010年以降に日本の自動車三社が
金銀銅独占を果たすことも夢ではない。
半導体産業においても国別マーケットで日本は一
位に返り咲いた。2003年の日本半導体市場は389億
ドル、米国半導体市場は323億ドルで、10年ぶりに
起死回生の逆転を果たした。2004年の日本市場は
462億ドル、米国市場は393億ドルで、さらに水をあ
けている。ちなみに98年当時の日本市場は259億ド
ル、これに対し米国市場は410億ドルであった。ニ
ッポン躍進の原動力はなんといってもデジタル家電
をコアとした携帯電話、自動車搭載、流通タグなど
新マーケットにあるのだ。
さらに、半導体設備投資においても日本勢は先頭
を走っている。2003年の日本勢の投資金額は9000億
円、2004年はさらに引き上げ1兆2000億円で国別設
備投資では2年連続で首位を疾走する。「民生」を主
軸に展開する今後の半導体市場においては生産、投
資、消費の三点セットで日本主役の時代が到来とい
う胎動がきこえてくるようだ。ただし、収益性の低
さという点がニッポン半導体の弱点であり、生産
革新を進め、高コスト体質を克服すれば、真の意味
での日本半導体王国の復活が果たせることになるだ
ろう。
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メモリやMPUに代表される半導体デバイスは3年
で一世代のスピードで微細化しており、現在、既に
90nmの量産が始まっている。65nmについても開発
が進められており、2～3年後には量産が開始される
と予想されている（図1）。デバイスの微細化に伴い、
基板として使用されるシリコンウェーハにはより一
層の高品質化が求められている。また、デバイスの
高性能化のためにSOIや歪みシリコンといった新し
いシリコン材料が一部の半導体メーカで既に量産に
使われ始めている。ここではこのような状況を踏ま
えながら65nm世代に向けたシリコン材料の動向につ
いて概説する。

1．超平坦化のために「両面ミラー」の採用へ
微細リソグラフィ技術とウェーハ平坦度は切って
も切れない関係にある（図2）。ウェーハに必要とさ
れる平坦度は、リソグラフィに用いられるステッパ
（露光装置）のDOF（Depth of Focus）から逆算される。
露光時のウェーハ表面の凹凸は、ウェーハ自身の平
坦度は勿論、デバイス工程で生じる段差や、リソグ
ラフィプロセスのバラツキ、ウェーハチャックの平
坦性等により影響を受けるが、これらバラツキをす
べて含んだものがDOFの範囲内に収まらなければな
らない。経験的にはウェーハ自身の平坦度は概ね
DOFの1/3～1/4以下が必要とされており、デザイン
ルール（最小パターン寸法）とほぼ同等となる。現

在広く使われている「片面ミラー」ウェーハはラッ
ピング後、加工歪み層を取り除くためエッチングを
行うが、裏面はこのエッチング面がそのまま現れて
いる。裏面が粗れていると平坦度向上には限界があ
るため、65nm世代ではより高平坦化が可能な「両面
ミラー」ウェーハが主流になると考えられる。
300mmウェーハでは、既に両面ミラーが世界的に標
準仕様となっているが、200mmウェーハでも65nm世
代からは両面ミラーの採用が本格化しよう。両面ミ
ラーではラッピングに代わって平面研削を用いて厚
さの均一性を図るとともに、破砕層を浅くしてエッ
チング工程を省略し高平坦度化に対応する検討も行
われている。また、デバイス形成領域をウェーハ面
内最大限拡大してチップグロス数を増やすため、ウ
ェーハ周辺の平坦度の保証外領域（エッジカット）
を2mm、更には1mmへと縮小してゆく要求が出てき
ており、ウェーハメーカーにはウェーハ最外周まで
含めた超平坦加工技術の開発が望まれている。
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図2 リソ対応の平坦度（SFQR）とCMP対応Nanotopo.

図1 ITRASロードマップ（2003年版）

題�の�技
�術

�

話
�

65ナノ時代のシリコン材料技術
久保田 裕康（東芝セラミックス㈱）



また、最近ではデバイスプロセスへのCMPの導入
に伴い、nanotopographyと呼ばれる新たな平坦度が
ウェーハ規格に導入され始めている。CMPはウェー
ハを比較的自由な状態で保持し、ウェーハ表面の金
属配線膜や層間絶縁膜等を研磨布で研磨、平坦化す
るもので、ウェーハ表面の凹凸に応じて金属膜や絶
縁膜の厚さムラを引き起こす。リソグラフィから要
求される平坦度はウェーハ裏面強制吸着状態でのウ
ェーハ表面の凹凸であるが、CMPから要求される平
坦度（nanotopography）は、ウェーハを吸着しない自
由な状態でのウェーハ表面の凹凸といえる（図2）。
層間絶縁膜のバラツキは寄生容量のバラツキとなっ
てデバイスの動作周波数に影響するため、一部のデ
バイスメーカではnanotopographyをウェーハ規格に
導入している。今後、デバイスの高速化が進むにつ
れnanotopographyを規格化するメーカが増えてくる
ものと考えられる。

2．バルクシリコンウェーハは「無欠陥CZ」、
「アニール」、「エピ」の棲み分けに

通常のシリコン結晶中には、酸素析出物や空孔の
集合体であるボイド状欠陥（COP）が、それぞれ～
108ケ/cm3、～106ケ/cm3存在する。これらの欠陥は、
ゲート酸化膜の耐圧劣化や接合リーク電流の増大を
引き起こすこと等から、ウェーハ表面からデバイス
形成深さまでは完全に除くことが望ましい。デバイ
ス形成深さは素子構造によって異なるが、トレンチ
型のDRAMではキャパシタに深いトレンチが使われ
ることから～10µ、一方、スタック型DRAM、あるい
はロジックデバイスでは～3µ程度が欠陥フリーとす
べき深さの目安となる。特にモバイル用途の半導体
では待機時の消費電力を抑える必要性からリーク電
流の許容値は厳しくなる一方で、従来にも増してデ
バイスの形成領域の無欠陥化が重要になっている。
シリコンウェーハの表層無欠陥化を実現する方法
として、現在では、大別して1）無欠陥CZ、2）高温
アニール、3）エピ、の三つが実用化されている（図
3）。「無欠陥CZ」は、CZ引き上げ条件を最適化して、
COPの形成を結晶段階で抑制する取り組みである。
COPは、結晶引き上げ時に、固液界面から導入され
た過飽和な原子空孔（vacancy）が、その後の結晶の
冷却過程で凝集した0.1～0.2µmの正八面体をしたボ
イド（空隙）である。COPの形成過程を支配するパラ
メータとして、結晶の引き上げ速度（V）と結晶の温
度勾配（G）の比V/Gをある一定の範囲に制御すると

COPが全く形成されないことが判明している。結晶
全体（長さ方向、及び径方向）に亙ってこの範囲に
制御する事でCOPの無い結晶が作成できる。課題は
いかに結晶全域にわたってV/Gを一定に制御するか
ということであり、シリコンメーカー各社は各種の
工夫、検討を進め、200mm結晶については既に量産
化されており、300mmについても量産の段階に入り
つつある。但し、引き上げ速度は通常より概ね遅く、
結晶の生産性は低下する。生産性を含めコスト上昇
をいかに抑制するかが今後の課題である。また、無
欠陥CZは、酸素析出物も少なくゲッタリングリ能力
がないため、デバイス製造ラインとのマッチングが
重要となろう。
高温アニールは、通常のCZウェーハを、水素やア
ルゴンなどの還元性あるいは不活性雰囲気中で高温
熱処理（アニール）することにより、ウェーハ表層
部からCOPを消滅させる方法で、水素アニールウェ
ーハがその代表である。最近では、窒素等の不純物
を結晶引き上げ時にドーピングすることにより、CZ

結晶のCOPのサイズを極力小さくする事で、高温ア
ニール処理でのCOPの消滅効果を高め、表層～5µ深
さまでCOPがほとんど消滅したウェーハが量産化さ
れている。アニール工程では、同時に内部に酸素析
出物（BMD）が形成され、BMDはデバイス工程での
金属汚染のゲッタリングサイトとなるため、「表層
無欠陥、内部にはゲッタリング層」と理想的なウェ
ーハ構造が実現される。現在、200mmでは勿論のこ
と、300mmでも量産されている。
エピウェーハは通常CZ基板の上に、CVD法を用い
てエピタキシャル層を形成するもので、エピ層自身
はCZ結晶では不純物として含まれる酸素やCOPもな
く、結晶品質的には理想的と考えられている。更に、
p/p＋といった構造が容易に作れるため、ラッチアッ
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図3 バルクシリコンウェーハの流れ



プやソフトエラー耐性などのデバイス信頼性を向上
させる効果も発揮でき、高性能のMPU等で使用され
ている。エピ成長は通常枚葉CVD装置を用いて行わ
れるが、p/p＋ではエピ成長中のオートドープ抑制の
ため裏面をCVD膜でシールすることを含めてコスト
が高いのが難点である。最近では、p/p－構造のエピ
としてコストを下げる取り組みがなされ、実用化し
ている。
「無欠陥CZ」、「アニール」、「エピ」はそれぞれ特
徴があり、これらのウェーハはいずれも200mmはも
とより300mmの先端デバイスで量産に使われてい
る。デバイスメーカもウェーハ物性のどこに重点を
置くかでウェーハ選択の基準が異なるため、今後も
これらのウェーハは棲み分けられながら使われてゆ
くことになろう。

3．バルクシリコンに加え、「SOI」、
「歪シリコン」、「SGOI」等が

本格実用化を迎える
上述のシリコン･バルクウェーハに加え一部の高
性能デバイスではSOIや歪みシリコン等の新しい構
造の基板を使う動きが出ている。
「SOIウェーハ」を用いるとデバイスの寄生容量が
低減し、低消費電力化、高速化が容易に実現でき、
携帯通信用ICやMPUなどの一部に量産採用されてい
る。これらに使われるSOIウェーハは、SOI層の厚さ
が～0.2µ以下と薄く、その製造方法としては大別し
てSIMOX、貼り合わせの2系統に分かれる。SIMOX

はSOI層の膜厚均一性が貼り合わせ法に比べて優れ
るが（±2％）、SOI層に貫通転位、埋め込み酸化膜に
はピンホールなどの欠陥が残存するという欠点があ
る。貼り合わせ法はSOI層の結晶品質、及び埋め込
み酸化膜（Box）の耐圧特性がSIMOXに比べて優れる
という特徴がある反面、膜厚均一性はSIMOXに比べ
てやや劣る。いずれも、300mm径まで実用化、量産
されているが、現状では貼り合わせ法の方が優勢の
ようである。
「歪みシリコン」は、シリコンの格子を伸ばした
り圧縮することにより、電子やホールの移動度を向
上させ、デバイスの特性（スピード）を向上させる
ためのものである。たとえばSiより格子定数が4.2％
大きいGeを数％～数十％程度混ぜたSiGe結晶層をSi

基板上にヘテロエピ成長させ、その上にノンドープ
Si層（歪みシリコン）を数十nmエピ成長させると引
っ張り応力を与えられ、電子の移動度を向上させる

ことができる。この歪シリコン層をチャネル層にす
ることで高速なn-chトランジスタが出来る。また、
逆にホールの移動度は格子を圧縮することにより上
昇することから、SiGeの選択エピを行いp-ch部のシ
リコン領域を圧縮すると同時に、n-ch部のシリコン
領域を伸ばしてCMOSテバイス全体の高速化を図っ
ているメーカもある（図4）。これら歪シリコン材料
を導入することにより、一世代先の微細化プロセス
での性能を実現できるため、テバイスメーカでの関
心は最近急速に高まってきている。また、SOIと歪
みシリコンを組み合わせた絶縁層上の歪みシリコン
（SGOI）の研究開発も国プロとして行われている。
半導体デバイス全体を見たときには、SOIウェーハ
や歪みシリコン、あるいは更にSGOIがシリコンバル
クウェーハにとって替わることはないと考えられる
が、超高速や超低消費電力を志向した最先端のデバ
イスには今後、これら「新シリコン材料」が確実に
採用されてゆくだろう。

4．まとめ
シリコンウェーハは、半導体デバイスを製造する
上で、依然として主流の座を持ち続ける重要な基板
材料である。65nm世代のデバイスの高集積、高機能
化に対応して、品質的には超平坦化、無欠陥化が徹
底的に追求される。また、薄膜SOIウェーハや歪み
シリコンがシリコンバルクウェーハの限界を打ち破
る材料として先端デバイスではより普遍的に使われ
るようになろう。微細化を従来と同等のスピードで
進めるには、リソ技術をはじめとした半導体プロセ
スの課題を解決してゆかなければならないが、基板
となるシリコンウェーハの進化も必須条件であり、
従来以上にその役割は重要になると考えられる。
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図4 Intel社の90nm世代用歪みシリコントランジスタ
（同社ホームページより）



9

司会 今回は運営委員としてご活躍の田中俊行会員
にお話を伺うことに致しました。
どうぞ宜しくお願い致します。

半導体シニア協会とのかかわり
司会 まず田中さんが半導体シニア協会に入られた
経緯からお聞かせ下さい。
田中 私がシニア協会に入会したのは今から4年前
頃で、当協会の運営委員をやられている森山さん
からのお誘いを受けたからです。当時、私は関西
でSEMIのプログラム委員を引き受けており、森山
さんと一緒に仕事をしていました。それで森山さ
んから「半導体シニア協会というのがあって、今
運営委員を募集しているのでやってみないか」と
いわれ会員になりました。
司会 会員になられてすぐに運営委員になられたの
ですか。
田中 そうです。丁度運営委員を増強している時期
であり、運営委員を拝命しました。今は運営委員
として2期目を少し過ぎた所です。
司会 運営委員会の中で関西委員と広報委員を担当
されているのですね。
田中 そうです。その他に一応終わったのですがラ
イフプランも担当していました。
司会 関西を拠点にしていろいろのことを担当され
ているのですね。
田中 はい。今はマイクロンジャパンの常勤監査役
として兵庫県西脇に勤務しています。なかなか関
西を離れられません。

半導体ビジネスとのかかわり
司会 田中さんが半導体とかかわりを持たれるよう
になったきっかけについてお伺いしたいと思い
ます。
田中 この間ブレークスルーのシリーズ（プレスジ
ャーナル社の雑誌の連載記事）に書いたのですが、
私はもともと神戸製鋼で機械の設計の仕事をやっ
ていました。セメント用とかマイニング、製鉄用
とか、典型的な重厚長大型の機械です。私が担当
していたのは主として石を砕いて粉にする粉砕機

というものです。例えばセメントというのは石灰
石と粘土を一度砕いてそれを焼き固めたものを又
砕いてセメントにするのです。また鉱石を選鉱す
るために粉にする必要があるのです。そういう石
の塊を粉にする馬鹿でかい機械のデザインと開発
をしていました。
田中 最初はそれら単体の機械をやっていました
が、その後それに伴うプラントの仕事をやるよう
になりました。しかし1980年代後半になるとセメ
ント業界、マイニング業界、それに鉄鋼業界もそ
うですけれど、いずれも成熟産業になってきて、
マーケットは縮小してきました。その時期に神戸
製鋼としては新しい成長ビジネスを取り込んで、
それにシフトして行こうということになり、1988

年に「ポスト88」というプロジェクトを編成しま
した。そして新事業本部という組織を作り、その
為の企画要員を募集しました。1989年の初めには
20人程のメンバーが集められ、私もその一員に選
ばれました。新事業としてはエレクトロニクス、
バイオ、新材料、等いろいろありニュービジネス
のマップを作ってあったのですが、私はただ一人
半導体ビジネスに手を挙げました。その当時半導
体のことは詳しくなかったのですが、他の新事業
に較べて事業規模が遥かに大きく、そのスケール
に魅力を感じました。
司会 会社として半導体を手掛けられる下地は何か
あったのですか。
田中 私自身は機械屋で物理も電気も得意ではあり

機械屋から半導体屋へ
･･･私の会社人生

田中俊行会員
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ません。しかも半導体については「半導体をやる」
といってから勉強し出したというような状況でし
た。しかし会社は半導体ビジネスに全く無関係と
いうことでもなく、機械事業部の仕事としてメガ
テストというテスターの輸入販売を手掛けていま
した。しかしテスターは全然売れなくてテスティ
ングの受託の仕事を引き受けていました。そのメ
インのお客様がTIでした。そこで神戸製鋼が本格
的に半導体ビジネスへ進出するにあたりTIへ話を
持ちこんだのです。TIは既に日本にTIジャパンを
持っていましたが、半導体事業を拡大するにあた
り、過去の半導体不況を教訓に単独でやるリスク
を回避する為にパートナーを捜しておりました。
そこへ神戸製鋼が手を挙げたので一緒にやること
になりました。神戸製鋼としては後工程からの参
入を考えていたのですが、TIの意向もあって初め
から前工程をやろうということになりました。
計画をスタートしたのが1989年5月で、契約を締
結してKTIセミコンダクターという会社を発足さ
せたのは翌年の1990年5月です。会社ができてか
ら西脇市が用意していた土地を購入して造成を始
め、建屋が完成するのに約1年、それから装置が
入って工場を立ち上げ、実際に製品が出始めたの
は1992年5月からです。
司会 土地の造成から始めて最初の製品が出るまで

2年間とはすごいスピードですね。
田中 神戸製鋼の研究所で何人かは半導体を経験し
ていましたが、殆どの人が半導体の経験がなかっ
たのです。人材の教育指導から工場の立ち上げま
で、TIジャパンの指導とフルサポートを受けて何
とか工場を立ち上げることができました。

半導体メーカー時代の思い出
田中 KTIではもともとロジック製品を手掛ける計
画でした。DRAMは鉄鋼メーカーでやるにはリス
クが大きいと考えていました。しかし最初はある
程度ボリュームのあるものが必要なので、EPROM

やSRAMあたりは一応考えていました。ところが
その頃TIの日出工場が8インチでDRAMの試作をや
っており丁度軌道に乗りかかっていた所でした。
そこで「最初はこれでやったらどうか」というこ
とで、DRAMでスタートすることになりました。
しかも計画段階では6インチでスタートしようと
したのですが、「今からやるならやはり8インチだ」
ということで最初から8インチでスタートしまし

た。当時は8インチの立ち上げの時期で、日立、
東芝、NECなどは我々より先に8インチを立ち上
げる筈だったのですが、1990年～1992年頃の景気
低迷で8インチを先送りしていました。それで工
場を立ち上げて気がついたら、本格的な8インチ
の量産化ではKTIが先頭を切っていました。
司会 田中さんは当時どのような部門を担当されて
いたのですか。
田中 半導体の経験がなかった私ですが、技術部門
をずっと統括するようなことをやっていました。
取締役技術部長で品質保証部長も兼ねていました。
会社が立ち上がった頃は半導体の一番よい時期
で、1993年にはプラスを出し、1994年には累損を
一掃し、1995年には大儲けをする、といった具合に
急上昇して、まさに順風満帆の状態でした。とこ
ろが1996年になると景気は急降下し、DRAMの価
格は多分10分の1くらいに低下したでしょう、一挙
に赤字転落してしまいました。1996、97、98年と
連続して赤字が続き業績は大幅に悪化しました。
田中 そして1998年にはTIが方針変更してDRAMか
ら撤退することになり、代わってマイクロンが資
本参加することになりました。その結果1999年に
は社名がKTIからKMTセミコンダクターに変更に
なりました。ところが1999年も半導体不況が続き、
神戸製鋼自身が半導体事業に対して嫌気がさして
きました。ご存知の通り2000年には半導体景気が
急速に回復し大幅の利益を上げることができまし
たが、このタイミングを見て神戸製鋼が半導体事
業を手離すことになり、2001年に100％マイクロ
ンの子会社になりました。その結果社名もマイク
ロンジャパンへと変更になりました
司会 鉄鋼メーカーから外資系半導体メーカーへと
変わってきたわけですが、企業風土も相当変わっ
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たのではないでしょうか。
田中 やはり一番違うのはスピード感覚みたいなも
のですね。日本でも重電部門と一緒の半導体メー
カーは同様の感じを持たれていると思います。装
置は3年もたつと使い物にならなくなるとか、赤
字が続いても設備投資をしなければならない、と
いう感覚に鉄鋼部門の人はなかなか馴染めなかっ
た。しかし私は機械部門にいたせいか、余り違和
感を感じないで半導体の世界に馴染んだような気
がします。
又、TIでもマイクロンでも外資系の会社の人は
発想が比較的自由です。会議のやり方なども非常
に効率的ですし、曖昧さがなく結論がポンと出て
くる。そういうのを目の前に見てこれは良い文化
だなと思いました。

これまでの人生を振り返って
司会 これまでの会社人生を振り返ってどのような
感想をお持ちですか。
田中 私の会社人生は大体12年毎に大きく変わって
います。24歳の時に神戸製鋼に入社し、12年間は
機械単体のデザインや開発の仕事をしてきまし
た。36歳から12年間はプラントビジネスが中心に
なり、世界各地へ行くことができました。アンデ
スの山の上とか、パプアニューギニアとか、中近
東のヨルダンやイラクとか、余り人の行かないロ
ーカルな地域を訪れました。世界中で三十数カ国
くらい行ったでしょうか、それも結構楽しかった
思い出です。1980年代後半になるとそれまでの
我々の顧客市場が急速に狭くなり、新しく半導体
をやり出したのは48歳の時からです。
今振り返ってみますと、機械単体の仕事から始
めて次にプラントの仕事をやり、更に半導体事業
を立ち上げて工場を作りました。それらは私の中
にあって一つの物作りの延長線上にあって、段々
とスケールを大きくして「自分の作品」を作って
きたという充実感があります。
司会 田中さんの会社人生は非常に順調に進まれた
ように思いますが。
田中 私は小さい時から絵を描いたり、物を作った
りするのが好きでした。それで仕事として建築を
やるか機械をやるか考えましたが、建築関係は常
識的な発想を超えた芸術肌的なことが要求されま
すので、結局は機械に進むことにしました。マイ

ナーな挫折みたいなものは色々ありましたが、も
ともとプラントビジネスを志向して会社を選んで
きましたので、その点では大体希望通りの会社人
生を行うことができたのではないかと思ってい
ます。
司会 仕事以外にはどのようなことをなされている
のですか。
田中 以前は自由な時間が余り取れませんでした
が、今は時間的にも余裕ができてきましたので、
絵を描いたり、木版画をやったり、木彫りをやっ
たりしています。絵は会社の寮の近くでふんだん
に咲き乱れる野草を摘んでスケッチする植物画に
はまったり、西脇市の絵画教室に通って油絵タッ
チのアクリル画に興味を覚えたり、去年からは新
たに日本画も始めるなど色々なことを試みていま
す。木彫りはもともと女房がやっていたのですが、
横で見ているうちに「こんなんやったら俺のほう
が上手いな」と思って道具を取り上げてやってみ
ましたら案外上手くいったので、これにも結構は
まってしまいました。絵もやるし木彫りもやると
いうので、その中間的な木版画も面白いかという
ことで、神戸のグループに加わって木版画を始め
ました。どうもこれが私に一番ぴったりみたいな
所があります。
司会 関西に住まわれて如何ですか。
田中 私は小学校の時と大学の時に東京にいました
が、それ以外は関西に住んでいます。小学校の時
は東京の杉並にいましたが、その頃はまだ武蔵野
の面影が色濃く残っていて、自然が豊かでしたが
今はそういう感じではありません。しかし関西は
今でも自然が豊かで、食べ物もうまく大変住みや
すい所です。ゴルフ場やテニスコートも近くにあ
り気軽にプレイができます。私は休日にはもっぱ
らゴルフやテニスをやって楽しんでいます。今は
会社の監査役の仕事をやるかたわら、SEMIやSSIS

等のボランティア的な仕事を行い、その合間に絵
を描き、木版画をやり、木彫りをやり、ゴルフや
テニス等の屋外スポーツを楽しんでいます。
司会 今は理想的なシニア人生を過ごされているよ
うですね。
本日はいろいろのお話をお聞かせ頂き有難うご
ざいました。

（まとめ：内田雅人）
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1．「借脳」
名門大阪倶楽部で開催し、幅広い業種の方々94人
の参加を得て盛況であった。昨年は講演に先立ち中
国ビジネス相談コーナーを設置し山田、松橋両氏の
特別セミナーを開催し好評を得た。

6月16日特別シンポジュウムでもディジタル情報
家電の先行きについて警鐘が鳴らされたが最近5ヶ
月で半導体液晶を取り巻く“風景”は変化し始めた。
今回の企画ではコンセプトを大きく変えてみた。何
人かの人が併列で講演するのではなく、一人の講師
の話をじっくり聞きその上対談と質疑を行うと云う
新しい試みである。
人は皆それぞれの“思考の庭”を持ちその風景の
変化を見ている。“借景”をもじって“借脳”を考えて
みた。
借脳によって庭の遠景に深みが出ればと思って企
画した。約一時間にわたる佐藤さんと筆者との対談、
質疑応答を行いエキサイティングで実利のあるセミ
ナーになったと思っている。
2．ハイテク業界の技術革新のスピードの鈍化
（1）有名なムーアの法則である3年で4倍トランジス
タ数（性能、容量）が上がると云う法則がくずれ
てきている。
微細化により性能・容量が上がりコスト・パフォ
ーマンスが更に上がって、アプリケーションが拡大
して行くと云う半導体成長のシナリオがくずれて
きた。インテルの90nmプレスコットがその良い例
である。

（2）DRAMの世代交替も遅れ、図1に示す通り256か

ら512への移行は3年かかっている。
（3）その結果半導体産業のパラダイムシフトが始ま
っている。産業として高成長と早い技術進歩によっ
て高い期待成長率と高いボラティリティ（Volatility

収益率の変動幅）を維持してきた。
技術の進歩の鈍化により期待成長率が低下し、
産業として、低いボラティリティの中に入った。
3．期待成長率の低下による影響

（1）企業、投資家のビヘビアーが慎重になってきた。
（2）設備投資比率（対売上高）の低下傾向
（3）在庫投資、人員採用により慎重に対処
（4）05年にかけての調整局面は大きくない。今後山
も低いし谷も浅い。
05年△5.2％ 06年4.7％ 07年5.6％
（△11.7％） （2.6％） （9.7％）
金額ベース、対前年伸び率。カッコ内は製造装置。

4．米国のマクロ経済
（1）ドイツ証券佐藤氏の立場はセミマクロである。
ハイテク業界のマクロ経済に占める比率は年々大き
くなり、この“窓”からマクロ経済を見ると良く分
かる。

PCは性能を含めてのコスト・パフォーマンスが
低下し、本来売れ行きが停滞するはずが03、04年
と好調であった。それはブッシュの減税効果と買
い換え時期が重なった結果である。

森山武克会員（フェローテック）

◗05年5.2％マイナス予想
◗世代交替スピードの鈍化「ムーアの法則」の崩れ
◗半導体期待成長率の低下とボラティリティの縮小
◗M&Aによる寡占化の流れ

図1 DRAMの世代交代も遅れ

ドイツ証券佐藤文昭氏
講演と対談
2004年11月24日（水）
大阪倶楽部



従って05年は買い換えサイクルの長期化等から
需要は鈍化すると予想する。4.5％～6.3％程度。

（2）米国企業の好調は50％以上がドル安効果であり、
特に対ユーロは有利であった。また個人消費は住
宅価格の高騰によるリ・ファイナンスが下支えし
て来た。
住宅バブルもピークアウトし始め、減税効果も終

わったので05年は個人消費は大きく期待できない。
一方、企業部門だが未だに稼働率は低水準で生
産能力に余裕がある。ハイテク・IT分野で大幅な
設備増強投資は期待出来ない。

（3）名目成長率と実質成長率
技術革新のスピードの鈍化は、実質成長率を低下
させる。ムーアの法則による性能容量の向上によ
り、コンピュータを含むハイテク製品の価格は急
速に低下した。これらの価格をデフレーター値と
して採用し、これを分母として名目値を割って、実
質値が出て来る。
従って分母の値が低下しなければ、実質値は大
きくならない。
実質成長率が小さくなることは、企業家の心理
に大きく作用する。要は05年米国経済は弱いと見
ている。

5．日本電機業界の本質的課題
（1）世界半導体59社の平均営業利益率は約20％であ
るが、日本企業はその半分以下である。従って時価
総額が低く、株式交換の手法を使ってM&Aをしか
けられると弱いポジションになる（IBM対富士通
10：1）

（2）外国資本は日本の企業に高い関心を持っている。
今まで分かりにくい不透明な企業がすっきり見えて
来はじめた。年金積立不足、株式持合の解消、タブ
ーであった人員削減の実施、事業の分割譲渡（NEC

のプラズマ部門）等がその例である。総合企業の
中の各事業部門を分割して再評価すると大きくそ

の価値が上がるはずであると外国資本は見ている。
日本企業には技術・パテント・ブランドがあ
る。海外メーカー、ファンドは好調を背景に潤沢
なフリーキャッシュを持っている。

（3）しからばその“解”は何か
現在の日本国内市場を対象に多数の企業が消耗
戦を展開しているがエルピーダが一つの“解”で
ある。プレーヤーの数を減らすことである。

6．液晶業界の05年
現在の生産能力は過剰であり、パネルの価格下落
は続くであろう。
底打ちするのは過去の経験則からすると推定原価
から05年春と推定する。ただし現在の設備増強の計
画を全面実施するならば底打ちの時期は06年にまで
のびるであろう。従って05年の早い時期に装置のキ
ャンセルが予想される。

7．05年は株は買いの時期である
前にのべた通り米国のマクロ経済は弱く株式市場
も強くない。その影響で日本の株式市場も低調にな
るがその時が買いの出動の時期である。海外のファ
ンドから続々と日本に資金が流入しつつある。
8．寡占化がファイナルアンサーか？

世界的にプレーヤーの数を減らして、事業の戦略
規模を上げていくことが必要であると佐藤さんは力
説された。
日本の国内市場はそこそこ大きく、良質の市場であ
る。これに依拠して事業を展開することは正しいと思
う。しかし自動車に見られるごとく、日本市場を抜け
て世界市場で明確に地歩を築くことが理想である。
相互に事業補完、提携、スピンオフ等によって戦
略を共有する事業展開を世界市場の中で進めて行く
中で、結果論的にプレーヤーの数が減少していくこ
とが自然ではないかと思う。
佐藤さんもこのプロセスを前提に力説されたので
あろう。
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松下電器グループの半導体事業を担ってきたのが
松下電子工業㈱である。松下電子は1952年10月松下
電器とフィリップスとの合弁会社として設立され
た。当時、松下電器の資本金は5億円、松下電子の
資本金はそれを上まわる6.6億円であった。創業の当
初から松下電子の経営を担った三由清二（1985年死
去、当時会長）への弔辞で、松下幸之助は「松下電
器の社運を賭したフィリップス社との提携による松
下電子を、世界的にも著名な企業に育て上げられた」
と述べている。当初の合弁契約の品目は照明管と電
子管であったが、1956年半導体部が発足、その翌年
ゲルマニウムダイオードおよびトランジスタの生
産・出荷が始まった。半導体事業経営をそのスター
トから担当した藤本一夫は、「1953年、最新鋭の自
動製造機械の技術習得に日本から3日間かけてオラ
ンダに行き、約半年間滞在、技術習得とともに、両
者の間に緊密な連携を実感した」と述べている。松
下電子にはフィリップスの技術顧問が常駐し、通常、
事業責任者を含め、公用語は英語で、通訳を介さず、
交渉、情報交換を行っていた。このように、松下電
子には設立当初から国際的な風土が定着していたと
言うことができる。
本稿を記すにあたって、SSIS会員で松下半導体OB

の6名が集まって、座談会を開いた。個人の狭い経

験と記憶に頼るだけではなく、互いの認識を確認し
て記録する試みである。写真1後列左から正田、西
田、楠田、前列左から延命、河崎、岩佐。1960～70

年当時の担当は正田：1954年入社、57年松下電子に
移動、プロセス技術、IC工場拡散課を担当。西田千
之：1957年入社、松下電子で経理部門担当。岩佐仁
雄：1960年入社（院修士）、松下電子研究所でオプト
デバイス開発。延命久司：1961年入社（院修士）、松
下電子研究所で薄膜技術開発。IC事業部マスクセン
ターを担当。楠田善治：1960年入社、松下電子半導
体で営業技術を担当。河崎達夫：1964年入社（院博
士）、松下電子でMOSLSI事業を立ち上げ。ここに集
まったSSISメンバーによって、松下の半導体事業創
業以来の歩みをたどることができる。
正田が半導体事業部に移動した1957年、松下電子
でゲルマトランジスタ、ダイオードの生産が始まっ
た。フィリップスからの技術導入による生産で、フ
ィリップス製の製造機械は高度なものであった。
1960年代に入り、シリコン時代が来ると、フィリッ
プスの技術には遅れが目立ち、松下電子研究所には
シリコントランジスタ、パワートランジスタの特性
改善、信頼性確立など、事業部からの仕事が増えて
きた。岩佐、延命、河崎は同じ高柳研究室に所属し、
研究室独自のテーマのほか、これら事業部支援の業

フィリップスとの合弁で
スタートした松下半導体

河崎達夫諮問委員

写真1
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務に取り組んでいた。なお、SSIS会員の井上森雄、
加納剛太、吉村公佐、元会員の吉岡　敏も当時、同
じ高柳研究室の所属である。

1967年、バイポーラIC事業部門が発足した。早速、
フィリップスのIC技術を修得すべく、半導体事業部
と研究所から7名（事業担当の近藤、開発担当の玉井、
設計担当の若井・山川、プロセス担当の正田・内田、
マスク担当の延命）が5月に出発、フィリップスの半
導体の拠点があるナイメーゲン工場に着任した。
“7人の侍”と呼ばれた。写真2は出発時のもの。左か
ら、延命、若井、正田、内田。
延命はある日上司から、このIC部門に移り、マス
ク製作を担当するよう言われた。それまで、半導体
マスクとはどういうものか全く知らなかったので戸
惑ったが、他に適任者がいないということで説得さ
れた。延命は、3ヶ月間滞在し、マスク製作の一連
の工程の研修を受け、自ら、マスクを製作し、実務
を修得した。延命にとって、現地滞在そのものは快
適であったが、帰国後の苦労が鮮明に記憶に残って
いる。帰国すると、すでにマスク製作の主要機械が
入荷していた。ルビリスカッター、レティクル製作
用カメラ、リピータ、などである。問題は、小道具
である。フィリップスではすべてが準備されていた
が、松下では、ガーゼ、ナイフ、マスク入れケース
など、何もない。八方手を尽くして探し、医者が使
うナイフがよいということでこれを仕入れ、蒲団屋
を尋ねいろいろなガーゼから良い品を探し当てたり
した。マスクの洗浄には一番苦労した。
正田は主としてフィリップスのディジタルプロセ

スの修得を担当、6ヶ月間滞在した。正田が記録し
た“オランダ、フィリップスの印象”から引用する。
「私は1967年5月から11月までの半年間、松下電子
から派遣され、集積回路の技術導入と新製品開発の
ため、オランダのフィリップス社に滞在した。滞在
手当てが1日当たり12ドル、ドイツ国境に近いナイ
メーゲン市で、眼鏡屋さんが経営するペンションで
生活した。私の滞在したフィリップス社はその企業
経営が大変グローバルで長期的な戦略に支えられて
いるのに感服した。フィリップス社の研究開発部門
には、色々な人種がオランダ人に混じって仕事をし
ていた。ドイツ人、フランス人、オーストリア人、
アメリカ人、イギリス人、セーロン人など国際色豊
かであった。」「オランダがどうしてかかる高い生活
水準を達成したのか、最初不思議でしかたがなかっ
た。ただそのような高い生活水準を、日本式の猛烈
といわれる刻苦勉励によって達成したものでないこ
とは事実である。」「私のたどりついた結論は、第一
に彼等オランダ人が、その行動基準を徹底的に合理
主義、現実主義においているということである。」
「その例として、工場で何か製造上の失敗があった
としようか。その場合の処置として、日本では必ず
担当責任者が上役から大きな叱責をくらう。オラン
ダでも責任者が叱責されることに変わりないが、同
時に失敗の原因も追究される点が大変違っている。
果たして上層部から指示された計画なり目標が適当
であったか、業務遂行上スタッフによる横からのサ
ポートが十分であったかなど、もっと多角的な検討
が加えられる。いずれにせよ失敗は記録され、調べ
られ、解決の結果は全体に知らされる。それは人の
責任に帰する場合もあるが、より多くは組織とその
運営、機械やその作業方法の改善につながっていく。
そしてこのように積み上げられた技術的ノーハウは
やがて外に売り出される。大阪流にいうと、大変ガ
メツイやり方だということになる。」
フィリップスに派遣された“7人の侍”が核になっ
て、松下のバイポーラIC事業がスタートした。その
後、ラジオ、テレビ、VTRと続く、民生用リニアIC

の全盛期を迎え、この事業部門が1970年代後半～80

年代の松下半導体事業の柱となっていった。
（次号に続く）

写真2
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95年1月17日火曜日5時46分A.M.

「もう一度あんな地震がきたら運よく助かったと
してももう立ち上がる気力も体力もないわね」老妻
のつぶやきである。
あれから10年助けていただいた恩人の中でフジキ
ン小川修平さん、東芝の大庭聖統さんと二人も亡く
なられた。
しっかりと御恩返しが出来ていないうちにであ
る。自分の余命を思うともどかしく胸が痛む。
記憶は人為的に消去できない。あの恐怖の戦慄を
毎日鮮明に追体験すれば日常の生活は出来ない。し
かし記憶と体験は引き継がれてこそ人間の生活の発
展がある。そのはざまで苦しみながら整理してみた。
新潟の中越地震で親友のヒムエレクトロの丸山さん
が被災しその支援で10年前の記憶が更に強くよみが
えってきた。
初期の救援活動こそが人命と人の心を支える

災害時は時間との競争である。too late、too bigは
全く意味がない。
前記丸山社長の話によると2日間は食べ物と水が
無く困ったようだ。自衛隊の炊飯と風呂と土木工事
を極めて高く評価されていた。
その日に故大庭さんはじめ友人から心にしみる激
励の電話と夕方には友人が寿司を下げて来てくれ
た。茫然自失の中に立ち上がる芽が出て来た。
危機の時は決断の早いオーナー型企業ほど迅速な
行動がとれる。フジキンさんには大量の水と食料を
頂き横浜の村田電機製作所の村田社長は小型コンロ
とボンベ30本も持ち込んでくれた。JRの車掌が見つ
けて阻止したが乗客が皆応援してくれて助かったそ
うだ。
友人も皆個人の判断であり、組織体より個人の力
を痛感した。
国民は災害の時こそ国を意識する

戦争の時に国民が国をはっきりと意識するように
災害時は政府を見る。
当時は社会党の村山首相だった、地震発生の初日
地の利がある伊丹の自衛隊はただちに動けなかっ
た、警察は救出救援には無力に近く、消防は火事に

全力を集中していた。
中越では火事が発生しなかったが、そこが阪神と
異なる。村山首相から一番大切な初期に日本国とし
て万全最大の支援体制をしくぞと云う力強い心をゆ
さぶり勇気を与える言葉もメッセージもなかった。
マスコミ報道について

被災で頭が混乱している人々の上空でヘリコプタ
ーの騒音がいまだに耳に残っている。
しかし政府自治体の情報不足をカバーして惨状を
報道してくれたと思っている。でもあの地下鉄サリ
ン事件が発生して以来、最も報道が必要な時期に
彼等の関心と時間の大半はオウム麻原に移ってい
った。
リーダーの必要と大切さ

阪神大震災後、自治体・企業で危機管理体制がさ
けばれ“マニュアル”づくりが盛んになった。
いかに日本人得意の精緻なマニュアルを作成して
も予測不可能な事態が出てくる。現場で責任をもっ
て果断に行動するリーダーが絶対に必要である。災
害時は反射神経の対応である。この地域リーダーと
称すべき人々は養成配置されそのミッション（使命）
をいつも意識していてもらう必要がある。
特に住民連帯のくずれた都市に必要であり、自衛
隊、消防、警察、企業の経験者やボランティアの中
から国・自治体が選任し、日頃から報酬の契約をし
実地訓練をすべきである。（米国の州兵）
直下型地震の不幸災厄

地震後は疲労との戦いである。そんな体で風呂を
求めて西宮から30分の大阪に出ると別世界である。
直下型は数キロで幸、不幸を分ける。被災者はそれ
を見て更に疲労が増える。
小千谷でも苦闘の復興が始まっている。
故大庭さんから“末長く面倒見るから”とその日
に電話があったが、彼も復旧の困難さを想定してい
たのだろう。
私も“強い父親”たらんとして復旧にがんばった
が、そのつけが翌年にきた。その年に転職し丁度一
年目の一月に心不全で 2ヶ月入院した。緊急事態の
時には、全員で同一の目的に向かって努力するが、

森山武克会員（フェローテック）

地震は自然の不条理な暴虐
－阪神・淡路大震災から10年－



全員コンバット・ハイの状態になり一番早い人のペ
ースに合わそうと無理をする。それが時間の経過と
共に大きな疲労としてのしかかり病気をまねく。
復旧作業はそれぞれの体力に合わせてマイペース
で進めねばならない。
無秩序・不潔に弱い

戦後の混乱の中から復興し、企業でも家庭でも3S

（整理、整頓、清潔）になれてきた。
無秩序な状態と不潔を前にすると神経が痛む。生
まれた時から水洗になれた若い人は他人の排便の上
に排便できず便秘になる。特に日本人のような風呂
好きは不利である。特に“朝シャン”のくせのある
若い人は大変であった。水不足のためサランラップ
を茶わんにしいて御飯を食べたがまったくおいしく
ない。もう一度生き抜く“タフさ”を取り戻すべき
である。このタフさだが皆が直接経験により身につ
けることは出来ない。学校教育の中で、野外訓練を
実施すること。それに間接経験として、戦後の生活、
天災での被災、避難生活を語り継いでいく“語り部”
の機能を軽視してはならない。
ヘリの活用が何故できないのか

地震発生直後時間との競争の中で水食料の支援に
自衛隊も民間も自治体も積極的にヘリを活用すべき
である。活用されなかったのは日本特有の規制で
あろうと推察する。鉄道道路が寸断された時に何故
使用しなかったのか。ヘリとヘリポートの拡大を提
案したい。
避難所にパーテーション

腰の高さ程度の段ボール製かベニヤ板製の組立式
のパーテーションが有効と思う。
避難が長引く場合ささやかなプライバシーと自分
の区画が明確になると心理的に大いに落ち着く。
地震災害に備えて何が有用か

世の中で一般的になった防災用具ではなく特記す
べきことを下記する。

・準備にあきないこと、“天災は忘れた頃にやって
くる”くせにする。習慣にする。災害グッズの棚
卸しを年一回実行する。

・家具を低くする。転倒防止をつける。箪笥、本棚
等は下に重い物をおきトップヘビーにしない。我
が家で立っていたのは本棚のみであった。

・持ち出す大事な書類、物は一定の所に置き、家族
全員が知っていること。誰が動けなくなるか分か
らない。

・現金と小銭
現金がないと不安である。ATMは動かない。小銭
は公衆電話で有効。携帯電話はすぐにビジーで使
用不可になる。

・緊急連絡の電話、メールの選別と整理
パニックの状況を想定しておくこと

・くつ、くつ下、分かりやすく。我が家ではくつ棚
も倒れて取り出すことが出来なかった。足を怪我
すると逃げる時に大変。

・自転車、バイクは有効。車は走れない。
・水は大切だが重い。一定量準備、トイレにも役に
立つ。水タンクと運搬具の常備、旅行用のキャリ
ヤーでも良い。

・簡易ガスコンロとボンベ。
・米は大事、汚い水でも炊ける。
最後に思うこと

・人の幸、不幸の情況に“共感”できる感受性、セ
ンシティビティの大切さを痛感した。
多数の友人に助けられたが、それぞれ私の置か
れている精神状態、環境をイメージングして品々
を工夫して援助いただいた。
今でも忘れられないシチュー、おでん、カレー
の味である。丸山さんからは、今は地震で閉鎖さ
れている長岡の雪深い蓬平温泉で慰労された。

・緊急災害時には“以心伝心”は通用しない。思っ
ていることを自分の言葉ではっきり伝えて人をは
げまし行動する。
言葉の力は大きい。珠玉の言葉は、生きる力を
与え、闘う勇気をめばえさせる。

・個人の住居の復旧に対する天災大国日本の国家と
しての基本姿勢は“運が悪かった同情する”である。
せめて復旧費の半分は無償援助すべきである。
この年はボランティア元年と言われる。茶髪の
若い人が活躍した。西宮市では全国に先がけてボ
ランティアの方々に保険をかけた。
そして“地震予知”が一日も早く科学技術とし
て確立されることを祈る。
スマトラ沖地震による大津波での被災状況を見
ると人類は団結して自然の猛威に立ち向かわねば
ならない。

・人生一番苦しい時期に助けていただいた方々は生
涯忘れることはできない。少しでも受けた御恩を
お返しして死にたいといつも心に念じている。し
かし自分の歳を考えると私の代で果たせねば子供
に語り継いでいくしかない。
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半導体シニア協会（産業タイムス社ならびにセミ
コンダクターポータル共催）は、10月4日から10月9

日までインド・バンガロールとシンガポールのIT、
半導体関連団体、企業12か所を視察した。短いスケ
ジュールにも関わらず表1に示した企業、団体を精
力的に視察した。視察団への参加者は表2に示すよ
うに、半導体シニア協会会員、非会員、証券会社、
銀行関係者、新聞記者を含む多様な構成であった。
以下訪問したバンガロールと訪問企業のうち代表
的な団体、企業の概要を報告する。
バンガロールはもはやシリコンバレーを上回る

ハイテク都市

SSIS視察団が10月6日、St. Marksホテルで開催した
イブニング・セッションで、バンガロールのあるカ
ルナカタ州政府でITおよびバイオ技術担当長官を務
めるShankaralinge Gowda氏はインドのバンガロール
地区は米国のシリコンバレーを追い越し、最多のIT

従事者数を誇るハイテク都市になったと述べた。バ
ンガロールは、西側諸国のIT企業に加え、Infosys、
Tata Consultancy Services、Wipro Technologiesなど、
インドの主要なITアウトソーシング企業の本拠地で
もある。現在バンガロールでは、16万人が技術分野
の仕事に従事している。そのうちIT関連の業務に就
く人が10万人を占めており、残り6万人はビジネス
プロセスアウトソーシング（BPO）、やコールセンタ
ー業務に従事している。Gowda氏は、ITおよびBPO

関連のアウトソーシング企業が次々とスタッフを採
用していることから、バンガロール地区の技術労働
者数は2004年から2005年の間に20万人を上回るだろ

うと述べている。
インドは何故、この10年間でIT大国として

生まれ変わることができたのか

10月6日のホテルOberoiでのJETROの久保木一政氏
の「インドのソフトウエア産業」についてのバンケ
ット・スピーチと、視察団の通訳をしていただいた
Mr. A. K. Chawla（NISCIR）の説明から、「インドのソ
フトウエア産業がこれほどまでに急成長を遂げた理
由は一体何であろうか」をまとめてみた。その結論
は、「人材」と「情報・通信技術の発達、経済のグロ
ーバル化」の二つに集約される。ここでいう「人材」
とは、優秀で質の高いエンジニアが豊富に供給され
ることであり、インドでは数学と科学が知的教養と
して長年重視されてきたこと、同時に彼らが英語に
長けているということである。インドは非常に人口
が多いことでよく知られているが、2000年5月には
10億を超えた。そのうち、高等教育を受けられるミ
ドルクラスだけでも2億人ほどおり、しかも20代、
30代の人口が多い。また、大学で学ぶための経済的
負担が比較的軽いのも特徴である。バンガロールの
あるカルタナカ州だけでも、77の工科大学があり、
毎年3万人前後の学部卒業生が出ているという。そ
して、「情報・通信技術の発達」がなければ、これほ

インド・バンガロールとシンガポール半導体関連企業視察団一行

10/4 東京（成田）－（SQ-997）－シンガポール経由－（SQ-430）－バンガロール�

10/5 バンガロール半導体関連企業視察�
 ・SOFTWARE TECHNOLOGY PARK�
 ・WIPRO TECHNOLOGY�
 ・INFORMATION TECHNOLOGY PARK Ltd.�
 ・DECCANET DESIGNS Ltd.�
 インドITについての講演と政府・企業との懇親会�
 （St. Marks Hotel）�
 ・IT Government of Karnataka、・Broadcom India、・WIPRO、・FTD�

10/6 バンガロール半導体関連企業視察�
 ・FTD TECHNOLOGY�
 ・SOCRATES�
 ・TEXAS INSTRUMENTS INDIA�
 ・FREESCALE SEMICONDUCTOR INDIA�
 ・PHILIPS SEMICONDACTORS�
 インドソフトウエア産業講演とバンケット（Hotel Oberoi）�
 ・JETRO、・YOKOGAWA�

10/7 自由行動、オプショナル：バンガロール市内観光�
10/8 バンガロール－（SQ-429）－シンガポール�

10/8 シンガポールEDBと半導体関連企業視察�
 ・ECONOMIC DEVEROPMENTAL BOARD�
 ・OKI TECHNOLOGY CENTER�
 ・HITACHI NIHONSTEEL SEMICONDUCTOR�
10/9 シンガポール空港－（SQ998）－東京（成田）�

表1 バンガロールとシンガポール半導体関連企業視察団日程表

鎌田 晨平 会員
（SSIS文化活動委員）見学記�

インド・バンガロールとシンガポール
半導体関連企業視察団の報告
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どまでにインドのソフトウエアを輸出することなど
不可能であっただろう。インドの持っていた、「人
材」というポテンシャル、「情報・通信技術の発達
と経済のグローバル化」という外的環境、そこに政
府や政策の適切なバックアップなどがマッチして、
インドのソフトウエア産業が花開いたといえよう。
インドの優位性は中国と比較してどうであろうか。
インドソフトウエア協会（NASSCOM）の年次報告書
（Strategic Review 2004）は、ITソフトウエア部門にお
いて、中国は当面インドの脅威ではないと以下の通り
報告している。【人的資源】インドのIT技術者数は現
在210万人で、これに毎年約29万人の英語を話す新
卒の上級技術者が増加している。これに対し中国で
は新卒技術者数は毎年5万人で、しかも英語が不得
意のためにオフショア・サービスが拡大していない。
【CMM資格】インドではCMMレベル5を取得している
企業が現在60社あるのに対して、中国は僅かに2社
である。【給与水準】インドと中国の差は給与面でも
現れている。インドのIT技術者が年収5,000ドル（約
226,000ルピー）で喜んで働くのに対して、中国の技
術者の要求は9,600ドル（約407,000ルピー）である。
STP（ソフトウエア・テクノロジー・パーク）

ソフトウエア産業振興のためのさまざまな施策
を、いわば象徴的に体現しているのが、ソフトウエ
ア・テクノロジー・パーク（STP）である。インドで
は、すでに商務省のイニシアチブで、ムンバイやチ
ェンナイなど全国に輸出加工区が設置されていた。
STPは91年6月に、当時のインド政府電子工業局によ
って発足し、当初はバンガロール、プネなど 7ヵ所
に設置された。2000年1月時点で所管は情報技術省
（IT省）に引き継がれて、現時点で全国に39ヵ所セン
ターが設けられており、6121の企業がSTPとして認
定されており、そのうちの30％が外資系企業ある。

STPの目的は、ソフト輸出に必要とされるインフ
ラストラクチャー、とりわけ高速データ通信のネッ
トワークを提供することで、各地のセンターなどに

設置した地上局を通じて、各輸出企業に高速データ
通信を提供している。先に触れた輸出加工区と同様
に、STPでは生産設備や原材料の輸入にあたっての
関税、ライセンス免除のほか、操業開始後一定期間
の無税措置が受けられるのは言うまでもない。
NASSCOMの発表では、2003年度のソフトウエアの
輸出は122億ドル（対前年比27％増）で、仕向け国は
米国67.7％、英国14％、日本4％となっている。
International Technology Park Ltd（ITPL）

カルタナカ州はすでに80年代の前半に、バンガロ
ールにエレクトロニック・シティという工業団地を
造成し、インドのソフトウエア企業に、敷地や水道、
通信設備を供給してきた。このカルタナカ州が、IT

産業育成策のモニュメントとして誇るのが、バンガ
ロール郊外の荒野に忽然と姿を見せる巨大なインタ
ーナショナル・テクノロジー・パークだ。このテクノ
パークは、カルタナカ州とシンガポールのディベロ
ップ社、さらにインドのタタ財閥が出資して、バン
ガロール郊外の荒野に68エーカーもの大規模IT産業
集積団地、ITPLを造成、1998年から1999年に4ビル
ディングが建てられ来年には5ビルディングになる。
すでに世界中から91社（うち日本企業は5社）が入居
し、3800人が働いている。インドでは必ずしも通信、
電気などのインフラが整備されていないため、この
ITPは独自の通信施設と自家発電装置を持ち、24時
間サービスで各企業の活動をサポートしている。
WIPRO Technology

WIPROはプロダクト・エンジニアリング・サービ
スとデザイン・サービスを事業の柱とした売上12億
ドル、従業員は30,000人のソフトウエア開発会社で
ある。セット・トップ・ボックス（STB）、携帯電話、
デジタルTVなどが得意分野で、商品コンセプトから
シリコンデザイン、システムデザインまで全てをカ
バーできる。
おわりに

インド・バンガロールとシンガポールのIT、半導
体関連企業を訪問して現地での現状を視察できたこ
とはSSISの会員および今回の訪問団に参加した非会
員にとって意義深い経験であった。現地での訪問先
選定、スケジュール等のコーデネートに多大のご協
力を頂いたFTD社Bala氏（SSIS会員）に深甚な謝意を
表したい。なお紙面の都合でかなりの訪問先の概要
を省略したことをお断りしたい。

（報告書の詳細はweb http://www.clean-e.jp/ssis-report-6.pdf
でご覧になれます。）

（団長） 金原和夫（日立製作所）�
（幹事） 川西　剛（TEKコンサルティング）�
（幹事） 鎌田晨平（クリーン・イー）�
 内山雅博（SMC）�
 梅田治彦（コマツ電子金属）�
 加藤俊夫（サクセスインターナショナル）�
 田中俊行（マイクロンジャパン）�
 中原　紀（足利工業大学）�
 野澤滋為（日本DSPグループ）�
 星野　清（エ・ビ･シープランニング）�

小林永芳（テクノロジー･アライアンス）�
柊元　宏（凸版印刷）�
大橋孝治（ルネサス･ソリューションズ）�
外尾逸美（ルネサス･ソリューションズ）�
大森栄作（みずほ証券）�
Cai Shun（みずほ証券）�
宇佐見剛史（凸版印刷）�
貴田真二郎（ソニー中村研究所）�
野村和宏（産業タイムズ社）�
（添乗員）味村祥弘（近畿日本T.）�

表2 インド・バンガロールとシンガポール半導体関連企業視察団
参加者
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初鹿野凱一会員（フォームファクター㈱）

片野新事務局長のお奨めもあり入会。そうそうた
る日本の半導体業界のシニアの方々お名前を拝見し
懐かしく思います。よろしく。

会員訃報
以下に挙げる本会会員の訃報に接しました。会員
各位にお伝えするとともに謹んでご冥福をお祈り申
し上げます。
川本昇会員　2004年10月6日　享年62歳

個人会員�
堀田 慎吉 会員 ㈱ルネサステクノロジ�
水野 真人 会員 ソナック㈱�
喜田 祐三 会員 ㈱日立ハイテクノロジーズ�
川渕 勝弘 会員 京セミ㈱�
久保 征治 会員 ㈱アイ・ピー・ビー�
米山 貞夫 会員�
村上 宏 会員 カナン精機㈱�
小切間 正彦 会員 ㈱日立超LSIシステムズ�
泉 豊禄 会員 ハクスイテック㈱�
渡辺 正幸 会員�
初鹿野 凱一 会員 フォームファクター㈱�
 （入会順）�

新入会員（2004.10～2004.11）�

会員現況（11月21日現在）
個人262名、賛助39団体

SSIS News Letter "ENCORE" No.38
発行日：2005年1月21日
発行者：SSIS 半導体シニア協会

会長　川西剛
本号担当編集委員　内田雅人

〒160-0022 東京都新宿区新宿5-14-3
有恒ビル4F
TEL：03-5366-2488，FAX：03-5366-2487
URL http://www.ssis.gr.jp
E-mail：ssis@blue.ocn.ne.jp

2005年度  SSIS  行事予定�

 月 行事予定�

 1月 諮問委員会、年次総会（特別講演併催）�

 2月 研修会（東京）、JASVA共催セミナー（福岡）�

 3月�

 4月 研修会（東京）�

 5月 半導体工場見学会（国内）�

 6月 特別シンポジウム（大阪）�

 7月 諮問委員会、賛助会員連絡会、特別講演会�

 8月 研修会（東京）�

 9月�

 10月 半導体工場見学会（海外）、研修会（東京）�

 11月 特別セミナー（大阪）�

 12月 研修会（東京）�

本予定は開催にあたり前後することがございます。

新会員の一言
堀田慎吉会員（㈱ルネサステクノロジ）

半導体の設計と営業技術の経験を長く積んでいま
す。シニア協会では業界の方との交流を通して知識
の幅を広げたいと考えています。
喜田祐三会員（㈱日立ハイテクノロジーズ）

日本の半導体技術が再び世界をリードする日がや
がて来るだろう。私はその日をSSISメンバーとして
迎えることを楽しみにしている。
川渕勝弘会員（京セミ㈱）

今回の協会入会と期を同じくして、光エレクトロ
ニクスのビジネスに従事することになりました。よ
ろしくお願い申し上げます。
村上宏会員（カナン精機㈱）

この度入会させていただきました事を大変喜ばし
く思います旧知の方々と共に勉強させて頂くことを
有り難く思っております。

SSISでは会員を募集中です。協会は求人・求職
サポートや研修会等、活動内容の充実を図ってい
ます。
各会員の方は沢山のお仲間に協会をご紹介下さ
い。連絡先等を事務局までご一報いただければ資
料をお送りします。
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